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神戸市内企業住宅手当等支援補助金～こうべ「住む×働く」若者応援補助金～

申請シート作成要領

１.申請シート

・住宅手当を支給している場合

・借上げ宿舎を提供している場合

２.変更申請シート

・１回目の変更申請を行う場合

・２回目、３回目の変更申請を行う場合

３.交付決定後に新たに従業員を追加する場合

４.実績報告
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※共通事項

・ 塗のセルが入力箇所です。

・赤字で入力している内容が入力例です。

・必ず「募集要領」も併せてお読みください。
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１.申請シート（住宅手当を支給している場合）
住宅手当を支給している場合は、「対象者区分」で

【住宅手当】を選択してください。

「家賃額」は従業員が賃貸する住居の
家賃額を入力してください。

「住宅手当額」は事業者が従業員へ“実際
に支給した（または支給する予定の）月の
住宅手当月額“を入力して
ください。

新卒採用や転居により住宅手当の支給
を途中から開始した時など、住宅手当の
支給実績がない月については、【補助対
象外】とし、その他の項目の入力の必要は
ありません。

従業員の居住地をご確認いただき、従業員
が加算対象従業員となる場合は、加算エリ
アを選択してください。
※詳しくは募集要領３(２)をご確認くださ
い。
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１.申請シート（借上げ宿舎を提供している場合）
借上げ宿舎を提供している場合は、「対象者区分」で
【宿舎借上げ】を選択してください。

「家賃額」は事業者が賃貸借契約して、
借上げている宿舎の家賃額を入力して
ください。

「従業員負担額」は、従業員から徴収
する、居住にかかる従業員負担額を
入力してください。

新卒採用や転居により住宅手当の支給
を途中から開始した時など、従業員から
負担金を徴収していない月については、
対象外です。
「対象者区分」を【補助対象外】とし、
その他の項目の入力の必要はありません。
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２.変更申請シート（１回目の変更を行う場合）

変更が生じた項目について、変更内容を
入力してください。

変更が生じた月について、「変更の有無」を【あり】としてください。
その他の項目については、変更内容に応じてそれぞれ入力してください。

※上記例の場合は、「対象者区分」と「住宅手当額」は変更が無いため、
申請時と同じ内容を入力していますが、転居により家賃額が変更となった
ため、「家賃額」に変更後の家賃額を入力しています。
また、転居により居住地が加算エリアから標準エリアになったため、
「居住地」を標準エリアに変更しています。

備考欄には変更が生じた理由を入力
してください。
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２.変更申請シート（２回目、３回目の変更申請を行う場合）

変更申請シート（２回目）は、１回目の変更を行った後、更に変更が必要となった
場合に使用します。
１回目の変更内容が反映されていますので、更に変更が必要となった項目について
１回目の変更申請シートと同じ要領で変更申請シートを作成してください。
変更申請シート（３回目）についても、同様です。

前回の居住地変更が
反映されています。

１回目の変更後、更に変更となる項目について入力。

※上記例では、10月に1ヶ月間休業したため、翌月11月に支給される
「住宅手当額」を0円に変更している。
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３.交付決定後に新たに従業員を追加する場合

交付決定後に新たに従業員を追加する
場合は、シート名「申請シート」を
使用します。

作成にあたっては、申請時に使用した
（変更があった場合は変更時に使用した）
申請シートのシート名「申請シート」の
最後の従業員の次の従業員入力欄に
新たに追加する従業員の情報を入力して
ください。
その際、「補助対象従業員」の横に
「新規追加」と入力してください。

その他の項目については、「１.申請シート」
と同じ要領で作成してください。

※入力例では、既に２名の申請をしている
ため、３人目の従業員欄に新たに追加する
従業員の情報を入力しています。
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４.実績報告

実績報告シートでは、「申請シート」
（変更があった場合は、「変更シート」）の
内容が反映されています。

各従業員の在職状況について、就業中か
退職かを選択してください。（12月末日時点）

※入力例では、12月末時点で「１人目」の従業員が
既に退職していたため、実績報告シートでは
【退職】を選択しています。


